
「宇宙輸送システム」の平成２２年度概算要求にかかる見解 

所管 文部科学省 概算要求額 44,265 百万円 前年度予算額 39,552 百万円 

施策概要 

○ 本施策は、我が国が必要な時に、独自に宇宙空間に必要な人工衛星等を打上げる能力を確保・維持することにより、もって我が国の総合的な安全保障や国際社

会における我が国の自立性を維持することを目的としている。また、巨大システム技術の統合である宇宙輸送システムは、極めて高い信頼性をもって製造・運用す

る技術が要求され、幅広い分野に波及効果をもたらすものである。宇宙輸送システムは、H-IIA ロケット、H-IIB ロケットおよび宇宙ステーション補給機（HTV）の技術

等により構成される。 

【実施機関】 

（独）宇宙航空研究開発機構 

総合的見解（原案） 
総合的見解（最終決定） 

（パブリックコメントの主な例） 

○ 「宇宙輸送システム」は、多額の研究開発資源を投入し、宇宙航空研究開発機

構（JAXA）を中心に多数の民間企業の技術を活用して推進するものである。こ

のため、官と民との連携や国際協力を含む明確な長期的戦略や目標の下、国

家基幹技術として着実に技術の確立と信頼性の向上を目指して計画を進める

とともに、技術動向やニーズを踏まえ、適宜、計画を柔軟に見直していく必要

がある。 

○ H-IIB ロケット及び HTV に関しては、スペースシャトル退役後の代替輸送手段

として、国際宇宙ステーションに対する船外機器・大型船内機器の物資補給能

力を有し、国際的にも高い期待が寄せられていたことから、平成 21 年度の試

験機／技術実証機の成功は評価に値する。来年度以降の本格運用にて更に

実績を積み、一層の信頼性向上と技術の蓄積を目指すとともに、将来の有人

輸送系への適応可能性も検討する必要がある。 

○ ロケット打上げの国際競争力向上の観点から、H-IIAロケットについては、一層

の信頼性向上、顧客サービスの向上、及び一層の運用経費抑制に努めていく

必要がある。H-IIB ロケットについては、将来の衛星 2 機相乗打上げに対応で

きる改善計画を明示する必要がある。 

（相澤益男議員）

○ 「宇宙輸送システム」は、多額の研究開発資源を投入し、宇宙航空研究開発機

構（JAXA）を中心に多数の民間企業の技術を活用して推進するものである。こ

のため、官と民との連携や国際協力を含む明確な長期的戦略や目標の下、国

家基幹技術として着実に技術の確立と信頼性の向上を目指して計画を進める

とともに、技術動向やニーズを踏まえ、適宜、計画を柔軟に見直していく必要

がある。 

○ H-IIB ロケット及び HTV に関しては、スペースシャトル退役後の代替輸送手段

として、国際宇宙ステーションに対する船外機器・大型船内機器の物資補給能

力を有し、国際的にも高い期待が寄せられていたことから、平成 21 年度の試

験機／技術実証機の成功は評価に値する。来年度以降の本格運用にて更に

実績を積み、一層の信頼性向上と技術の蓄積を目指すとともに、将来の有人

輸送系への適応可能性も検討する必要がある。 

○ ロケット打上げの国際競争力向上の観点から、H-IIA ロケットについては、一層

の信頼性向上、顧客サービスの向上、及び一層の運用経費抑制に努めていく

必要がある。H-IIB ロケットについては、将来の衛星 2 機相乗打上げに対応で

きる改善計画を明示する必要がある。 

○ 引き続き、我が国の宇宙開発における自立性維持と将来の更なる発展のた

め、積極的に推進すべき。 



（相澤益男議員） 

 

【パブリックコメントの主な例】 

・ 宇宙開発の分野で、主導的な位置を確保できるかどうかは、自前の輸送手段

を持っているかどうかにかかっている。 

・ 有人での宇宙開発計画は、これまで米国に依存して進められてきましたが、

NASA の計画の遅れ・変更やスペースシャトルの退役によって、「停滞」とも言

うべき大きな影響を受けました。先に技術実証実験に成功した HTV は、有人

飛行の可能性を高める基本仕様を備えており、日本独自の有人宇宙計画に

道を拓く要素技術に満ちています。 

 



 

個別事項 

分野名 

（所管） 
個別施策名 

２２年度要求額 

（前年度予算額） 
個別施策概要 有識者議員コメント 外部専門家コメント 見解（原案） 

見解（最終決定） 

（パブリックコメントの主な例） 

ﾌﾛﾝﾃｨｱ 

（文科省） 

H-IIA ロケット 

 

 

16,898 

（6,149） 

 

 

我が国の自律的な宇宙開発利

用活動の展開を可能とする基幹ロ

ケット。13 号機（平成 19 年 9 月打

上げ）より民間による打上げ輸送

サービスを開始。これまでに 9 機

連続打上げに成功し、15 号機まで

の成功率は 93．3%(14/15)（平成

21 年 9 月時点）。 

 

実施機関：（独）宇宙航空研究開

発機構 

 

事業予定期間 平成７年度～平成

25 年度以降（検討中） 

事業総額（見込み額） 検討中 

○民間移管の効果に関し

て、費用削減に伴う国

からの支出低減につい

ては、費用は民間移管

前より下がっており徐々

に下げ続けていること、

また費用削減と信頼性

向上の両面で市場拡大

に努めていることを確認

した。（相澤益男議員） 

○ 成功の実績をのば

し、商用衛星打上

げ分野への本格的

進出を望む。信頼

性に加え、顧客サ

ービスの向上を望

む。 

○ サービスの品質を

上げる努力を今後

更に行ってほしい。

○ H-IIA ロケットは技

術的開発としては

ほぼ終了しており、

既に民間移管も行

われている。施策と

してはいかに信頼

性をより高くするか

であろう。 

○ 信頼性の向上や民

間移管によるコスト

削減効果も見られ

る。当面、日本の大

型ロケットの打ち上

げは H2A が担うも

のとして更なる信頼

性の確保、コスト縮

○ 本施策は国家基幹技術に

位置付けられた宇宙輸送

システムを構成する H-ＩＩＡ

ロケットの継続的な打上

げを行うものであり、宇宙

へのアクセスの自律性を

確保するために重点的に

実施する必要性は高い。 

○ 平成 21 年 1 月に 15 号機

の打上げに成功し、通算

成功率 93.3％（15 機中 14

機成功）を達成し、信頼性

の面で世界トップレベルを

有することは評価に値す

る。今後も官民連携の下

で、一層の信頼性向上、

利用手続きの簡略化等に

よ る 顧 客 サ ー ビ ス の 向

上、及び一層の運用経費

抑制により、国際競争力

向上を図る必要がある。 

（相澤益男議員）

原案と同じ。 

（相澤益男議員） 



減の取り組みに期

待する。一方、国際

競争力という点で、

米国のﾌｧﾙｺﾝ９等

のモジュール型ﾛｹ

ｯﾄの開発に対抗し

た我が国の次期大

型ロケット開発のビ

ジ ョ ン も 求 め ら れ

る。 

ﾌﾛﾝﾃｨｱ 

（文科省） 

H-IIB ロケット 

（H-IIA 能力向上

型） 

1,386 

(8,574) 

 

 

基幹ロケットの国際競争力の強

化及び国際約束である国際宇宙

ステーションへの物資補給の確実

な履行のため、H-IIA ロケットをベ

ースに打上げ能力を向上させたロ

ケット。官民共同で開発し、平成

21 年 9 月 11 日に試験機の打上げ

に成功。 

 

実施機関：（独）宇宙航空研究開

発機構 

 

事業予定期間 平成 13 年度～平

成 25 年度以降（検討中） 

事業総額（見込み額） 検討中 

 ○ HTV だけでなく、民

間衛星打上げ受託

をもみすえた実施

が望ましい。 

○ 将来の相乗打上に

対応できる改善計

画を明示してほし

い。例えば軌道変

換 機 能 の 付 与 な

ど。 

○ H-IIA ロケットをベ

ースにして、技術的

にかなり高性能の

ロケットができたと

思う。これも打上げ

回数を増やすこと

により信頼性を上

げることが必要で

あろう。 

○ HTV 打ち上げ用の

大型ﾛｹｯﾄとして必

○H-IIB ロケットは国際約束に

基づき進められる宇宙ステー

ション補給機（HTV）を打上げ

る手段として不可欠なもので

ある。 

○平成 21 年 9 月に試験機の打

上げに成功したことは評価に

値する。来年度以降の本格

運用にて更に実績を積み、

一層の信頼性向上を目指す

必要がある。 

○HTV 以外の衛星打上げ受注

をも見据え、より低コストの打

上げを実現できるよう、将来

の衛星 2 機相乗打上げに対

応できる改善計画を明示す

る必要がある。 

（相澤益男議員）

原案と同じ。 

（相澤益男議員） 



要性を理解する。

静止衛星の大型化

の市場に向けた一

層の信頼性向上、

コスト縮減を期待す

る。ペーロードと打

ち上げ費用の国際

比較を行い、目標

値の明示をお願い

したい。 

ﾌﾛﾝﾃｨｱ 

（文科省） 

宇宙ステーション

補給機 

（HTV） 

25,981 

(24,829) 

国際宇宙ステーション（ISS）の

運用に必要な水・食料、実験機器

等の物資補給を行う無人輸送機。

平成 21 年 9 月から 11 月にかけ

て、技術実証機による ISS への補

給に初めて成功。 

 

実施機関：（独）宇宙航空研究開

発機構 

 

事業予定期間 平成９年度～平成

25 年度以降（検討中） 

事業総額（見込み額） 検討中 

○スペースシャトル退役後

の国際宇宙ステーショ

ンへの貨物輸送につい

ては、3 年後には米も民

間の貨物輸送機を打上

げるがそれまではロシ

ア・欧州と日本の HTV

で行うこととなり、その

中で HTV の果たす役割

の 重 要 性 は 理 解 で き

る。（相澤益男議員） 

○ 有人対応への適用

可能性なども考慮

してほしい。 

○ 当面の宇宙輸送手

段として HTV の果

た す 使 命 は 大 き

い。無人の輸送シ

ステムの実績を蓄

積して、将来の有

人輸送系への可能

性追求につながる

ことを期待する。 

○ ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙに代わ

る大型輸送手段と

して、米国に依存

せず自立した運用

が叶うという点で大

きな進歩と魅力を

感 じ る 。 ｿ ﾕ ｰ ｽ ﾞ 、

ATV とのコスト比較

のうえ、HTV の大

○HTV は国際約束に基づき進

められ、また 2010 年以降ス

ペースシャトルに代わる国際

宇宙ステーションへの補給機

として国際的にも期待されて

いる重要な施策である。有人

安全要求を適用した高い信

頼性が要求される輸送手段

であり、着実な技術の蓄積が

求められる。 

○平成 21 年度 9 月～11 月に、

技術実証機の打上げ、国際

宇宙ステーションへの結合、

及び大気圏再突入に成功し

たことは評価に値する。来年

度以降の本格運用にて更に

実績を積み、一層の信頼性

向上と技術の蓄積を目指す

とともに、将来の有人輸送系

への適応可能性も検討する

必要がある。 

原案と同じ。 

（相澤益男議員） 



口径のメリットとし

て具体的な大型機

器入れ替えなどの

計画が示されると

よい。 

（相澤益男議員）

※ 詳細な見解付けを行う対象施策の特性に合わせて、本様式を基本として柔軟に対応する 


